
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ユーザデータを記録するデータ領域を各々有する複数の記録層を有する情報記録媒体にユ
ーザデータの記録を行なう情報記録装置において、ユーザデータの記録要求に伴うデータ
記録完了後、ホストコンピュータから最小限のリードアウトデータで記録するコマンドを
受信した場合にのみ前記ユーザデータに続けて前記最小限のリードアウトデータを記録し
、前記ホストコンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンド
を受信した場合には前記ユーザデータに続けて前記ユーザデータを記録する デー
タ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデータで記録し、これらのリードアウトデー
タを記録後、前記情報記録媒体を取り出すようにしたことを特徴とする情報記録装置。
【請求項２】
前記ホストコンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを
受信した場合には、前記ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリー
ドアウトデータで記録するのに要する時間を検出し、検出した時間のデータを前記ホスト
コンピュータに転送することを特徴とする請求項１記載の情報記録装置。
【請求項３】
前記ユーザデータを記録するデータ領域における未記録領域の有無を判定し、未記録領域
があると判定した場合にはホストコンピュータからディスクアクセスコマンドを受信しな
い時間を利用して未記録領域にリードアウトデータを記録することを特徴とする請求項１
記載の情報記録装置。
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【請求項４】
ユーザデータを記録するデータ領域を各々有する複数の記録層を有する情報記録媒体にユ
ーザデータの記録を行なう情報記録方法において、ユーザデータの記録要求に伴うデータ
記録完了後、ホストコンピュータから最小限のリードアウトデータで記録するコマンドを
受信した場合にのみ前記ユーザデータに続けて前記最小限のリードアウトデータを記録し
、前記ホストコンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンド
を受信した場合には前記ユーザデータに続けて前記ユーザデータを記録する デー
タ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデータで記録し、これらのリードアウトデー
タを記録後、前記情報記録媒体を取り出すようにしたことを特徴とする情報記録方法。
【請求項５】
前記ホストコンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを
受信した場合には、前記ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリー
ドアウトデータで記録するのに要する時間を検出し、検出した時間のデータを前記ホスト
コンピュータに転送することを特徴とする請求項４記載の情報記録方法。
【請求項６】
前記ユーザデータを記録するデータ領域における未記録領域の有無を判定し、未記録領域
があると判定した場合にはホストコンピュータからディスクアクセスコマンドを受信しな
い時間を利用して未記録領域にリードアウトデータを記録することを特徴とする請求項４
記載の情報記録方法。
【請求項７】
ユーザデータを記録するデータ領域を各々有する複数の記録層を有する情報記録媒体にユ
ーザデータの記録を行なう情報記録装置が備えるコンピュータにインストールされ、この
コンピュータに、ユーザデータの記録要求に伴うデータ記録完了後、ホストコンピュータ
から最小限のリードアウトデータで記録するコマンドを受信した場合にのみユーザデータ
に続けて前記最小限のリードアウトデータを記録し、ホストコンピュータから未記録領域
を全てリードアウトデータで記録するコマンドを受信した場合には、ユーザデータに続け
て前記ユーザデータを記録する データ領域のうち未記録領域を全てリードアウト
データで記録し、これらのリードアウトデータを記録後、前記情報記録媒体を取り出すよ
うにすることを特徴とするコンピュータ読み取り可能な情報記録用プログラム。
【請求項８】
前記ホストコンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを
受信した場合には、前記ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリー
ドアウトデータで記録するのに要する時間を検出し、検出した時間のデータを前記ホスト
コンピュータに転送することを特徴とする請求項７記載の情報記録用プログラム。
【請求項９】
前記ユーザデータを記録するデータ領域における未記録領域の有無を判定し、未記録領域
があると判定した場合にはホストコンピュータからディスクアクセスコマンドを受信しな
い時間を利用して未記録領域にリードアウトデータを記録することを特徴とする請求項７
記載の情報記録用プログラム。
【請求項１０】
　請求項７ないし９のいずれか一記載の情報記録用プログラムを記憶する記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２層ＤＶＤ＋Ｒ（ Digital Versatile Disc＋ Recordable）等の記録可能な情
報記録媒体を情報記録の対象とする情報記録装置、情報記録方法、情報記録用プログラム
、及び情報記録用プログラを記憶する記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録型ＤＶＤディスクとして追記型ＤＶＤディスクであるＤＶＤ＋Ｒや書換え型ＤＶＤ
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ディスクであるＤＶＤ＋ＲＷなどがあり、これらのディスクは片面１層の再生専用ＤＶＤ
ディスクと高い再生互換性を持つ記録型ＤＶＤディスクである。このような記録型ディス
クは高速化、大容量化のための研究開発が盛んに行われている。
【０００３】
　その一つに、片面２層の再生専用ＤＶＤディスクとの再生互換性を持った片面２層のＤ
ＶＤ＋Ｒディスク（以下、「２層ＤＶＤ＋Ｒ」という）がある。２層ＤＶＤ＋Ｒは記録容
量が８．４Ｇ byteであり、従来の１層ＤＶＤ＋Ｒはデータ容量が４．７Ｇ byteであるのに
対してほぼ２倍の記録容量を有し、記録されたデータは片面２層の再生専用ＤＶＤディス
クの再生が可能なＤＶＤプレイヤ或いはＤＶＤ－ＲＯＭドライブで読み出すことができる
。このような記録型ＤＶＤは、例えば特許文献１に開示されている。
【０００４】
　ここで、片面２層の再生専用ＤＶＤディスクには、２層目のトラックが１層目と同じよ
うに内周から外周に向かっているパラレルトラックパス方式（ Parallel Track Path方式
＝ＰＴＰ方式）と、２層目のトラックが外周から内周に向かっているオポジットトラック
パス方式（ Opposite Track Path方式＝ＯＰＴ方式）との２種類のトラック方式がある。
ＰＴＰ方式では１層目と２層目のデータ領域が開始するアドレスの半径位置が等しく、と
もに物理アドレス 30000Hから始まる。また、データ領域の後にはリードアウト（ Lead-out
）領域が配置される。ＯＴＰ方式では２層目のデータ領域が開始するアドレスの半径位置
は１層目データ領域が終了するアドレスの半径位置と等しく、２層目のデータ領域開始位
置の物理アドレスは１層目のデータ領域終了アドレスをビット反転したアドレスとなって
いる。１層目と２層目のデータ領域のサイズに差がある場合、その差分領域はリードアウ
ト領域となる。例えば、ＰＴＰディスクにおいて１層目のデータ領域の終了アドレスＤ１
と２層目のデータ領域終了アドレスＤ２がＤ１＞Ｄ２となる場合、差分領域Ｄ１－Ｄ２は
リードアウト領域となる。このように、片方の記録層においてデータが記録されている領
域は、２層目の対応する領域もデータが記録されている。これは、例えばユーザが１層目
のデータを再生する際に、目的アドレスへのシークでたまたま２層目へ読み取りレーザの
焦点が合った場合に、同一半径位置の２層目にデータが記録されていないとアドレス情報
が取得できないなどの不具合が生じ、結果として１層目のデータが再生できないといった
問題が生じることを避けるためである。
【０００５】
　また、２層ＤＶＤにおける論理アドレスは、１層目のデータ領域の開始アドレスから連
続的に割り振られ、１層目のデータ領域終了アドレスから２層目のデータ領域開始アドレ
スへは論理アドレスが連続している。つまり、ユーザは２層ＤＶＤから再生を行う場合、
論理アドレスを用いて再生領域を指定することで、記録層を意識することなく再生を行う
ことが可能となっている。
【０００６】
　一方、２層ＤＶＤ＋Ｒを用いてデータ記録を行う場合、再生処理と同様にユーザは論理
アドレスを用いて記録領域を指定する。このため、ユーザが連続的にデータ記録を行う場
合、１層目のデータ領域開始アドレスから記録が開始され、１層目のデータ領域終了アド
レスまで記録が完了すると、引き続き、２層目のデータ領域開始アドレスから記録を行う
ことになる。このように、２層ＤＶＤ＋Ｒ記録においてもユーザは記録層を意識すること
なく記録を行うことが可能となっている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１２６２５５公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このため、ユーザのデータ記録が２層目のデータ領域の途中、或いは、２層目を全く記
録することなしに終了する場合が考えられる。例えば、２層目のデータ領域の途中、即ち
、２層目のデータ領域内に未記録領域が存在する状態でユーザのデータ記録が完了した場
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合、２層目のデータ領域内に未記録領域を残したままでは上述した再生専用の２層ＤＶＤ
ディスクと非互換のディスクレイアウトとなってしまう。
【０００９】
　また、例えば、ユーザが１層目のデータを再生する際に、目的アドレスへのシークでた
またま２層目へ読み取りレーザの焦点が合った場合に、同一半径位置の２層目にデータが
記録されていないとアドレス情報が取得できないなどの不具合が生じ、結果として１層目
のデータが再生できない、といった問題が生じる。
【００１０】
　このような不具合は２層目を全く記録することなしにユーザのデータ記録を終了する場
合も同様である。
【００１１】
　本発明の目的は、複数の記録層を持つ情報記録媒体に対する記録動作において、記録層
のデータ領域の途中で記録が完了して未記録領域が生ずることを原因として再生専用の情
報記録媒体との互換性がなくなることを回避し、その互換性を保ち得るようにすることで
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１記載の発明は、ユーザデータを記録するデータ領域を各々有する複数の記録層
を有する情報記録媒体にユーザデータの記録を行なう情報記録装置において、ユーザデー
タの記録要求に伴うデータ記録完了後、ホストコンピュータから最小限のリードアウトデ
ータで記録するコマンドを受信した場合にのみ前記ユーザデータに続けて前記最小限のリ
ードアウトデータを記録し、前記ホストコンピュータから未記録領域を全てリードアウト
データで記録するコマンドを受信した場合には前記ユーザデータに続けて前記ユーザデー
タを記録する データ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデータで記録し、
これらのリードアウトデータを記録後、前記情報記録媒体を取り出すようにした。これに
より、ホストコンピュータから最小限のリードアウトデータで記録するコマンドを受信し
た場合にのみ前記最小限のリードアウトデータを記録することにより、ユーザデータの記
録要求に伴うデータ記録完了後、ユーザデータに続けて最小限のリードアウトデータを記
録するかどうかをホストコンピュータからの指示によって選択可能となり、また、ホスト
コンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを受信した場
合には、前記ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデ
ータで記録することにより、例えば、ユーザが第１の記録層のデータを再生する際に、目
的アドレスへのシークでたまたま第２の記録層へ読取りレーザの焦点が合った場合に、同
一半径位置の第２の記録層にデータが記録されていないことにより第１の記録層のデータ
が再生できない、といった問題が回避される。
【００１５】
　請求項 記載の発明は、請求項 記載の情報記録装置において、前記ホストコンピュー
タから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを受信した場合には、前
記ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデータで記録
するのに要する時間を検出し、検出した時間のデータを前記ホストコンピュータに転送す
る。これにより、ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリードアウ
トデータで記録するのに要する時間がコンピュータに転送され、そのような記録に必要な
時間をユーザに知らせることが可能となる。
【００１６】
　ここで、請求項１記載の発明によれば、ユーザデータの記録要求に伴うデータ記録完了
後、ユーザデータに続けて最小限のリードアウトデータを記録するため、複数の記録層を
有する再生専用の情報記録媒体との互換性を保つことが可能となり、しかも、記録される
リードアウトデータは最小限であることから、未記録領域の全てに渡りリードアウトデー
タで記録しないで良いため、ユーザデータ記録後のディスク取り出しに時間がかからない
。その反面、例えば、ユーザが１層目のデータを再生する際に、目的アドレスへのシーク
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でたまたま２層目へ読み取りレーザの焦点が合った場合に、同一半径位置の２層目にデー
タが記録されていないとアドレス情報が取得できないなどの不具合が生じ、結果として１
層目のデータが再生できない、といった問題が生じる。そこで、請求項 記載の発明は、
請求項１記載の情報記録装置において、前記ユーザデータを記録するデータ領域における
未記録領域の有無を判定し、未記録領域があると判定した場合にはホストコンピュータか
らディスクアクセスコマンドを受信しない時間を利用して未記録領域にリードアウトデー
タを記録する。これにより、例えば、ユーザが第１の記録層のデータを再生する際に、目
的アドレスへのシークでたまたま第２の記録層へ読取りレーザの焦点が合った場合に、同
一半径位置の第２の記録層にデータが記録されていないことにより第１の記録層のデータ
が再生できない、といった問題が回避される。
【００１７】
　また、本発明は、請求項１～ のいずれか一記載の情報記録装置の発明に対応する情報
記録方法の発明（請求項 ～ ）、情報記録用プログラムの発明（請求項 ～ ）を規定
する。
【００１８】
　つまり、請求項４記載の発明は、ユーザデータを記録するデータ領域を各々有する複数
の記録層を有する情報記録媒体にユーザデータの記録を行なう情報記録方法において、ユ
ーザデータの記録要求に伴うデータ記録完了後、ユーザデータに続けて最小限のリードア
ウトデータを記録するが、ホストコンピュータから最小限のリードアウトデータで記録す
るコマンドを受信した場合にのみ前記最小限のリードアウトデータを記録し、また、ホス
トコンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを受信した
場合には、前記ユーザデータを記録する データ領域のうち未記録領域を全てリー
ドアウトデータで記録する。
【００２１】
　請求項 記載の発明は、請求項８記載の情報記録方法において、前記ホストコンピュー
タから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを受信した場合には、前
記ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデータで記録
するのに要する時間を検出し、検出した時間のデータを前記ホストコンピュータに転送す
る。
【００２２】
　請求項 記載の発明は、請求項 記載の情報記録方法において、前記ユーザデータを記
録するデータ領域における未記録領域の有無を判定し、未記録領域があると判定した場合
にはホストコンピュータからディスクアクセスコマンドを受信しない時間を利用して未記
録領域にリードアウトデータを記録する。
【００２３】
　請求項７記載の発明は、ユーザデータを記録するデータ領域を各々有する複数の記録層
を有する情報記録媒体にユーザデータの記録を行なう情報記録装置が備えるコンピュータ
にインストールされ、このコンピュータに、ユーザデータの記録要求に伴うデータ記録完
了後、ユーザデータに続けて最小限のリードアウトデータを記録する機能を実行させるこ
とを特徴とするコンピュータ読み取り可能な情報記録用プログラムであり、ホストコンピ
ュータから最小限のリードアウトデータで記録するコマンドを受信した場合にのみ前記最
小限のリードアウトデータを記録し、また、ホストコンピュータから未記録領域を全てリ
ードアウトデータで記録するコマンドを受信した場合には、前記ユーザデータを記録する

データ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデータで記録する。
【００２６】
　請求項 記載の発明は、請求項 記載の情報記録用プログラムにおいて、前記ホストコ
ンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを受信した場合
には、前記ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデー
タで記録するのに要する時間を検出し、検出した時間のデータを前記ホストコンピュータ
に転送する。
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【００２７】
　請求項 記載の発明は、請求項 記載の情報記録用プログラムにおいて、前記ユーザデ
ータを記録するデータ領域における未記録領域の有無を判定し、未記録領域があると判定
した場合にはホストコンピュータからディスクアクセスコマンドを受信しない時間を利用
して未記録領域にリードアウトデータを記録する。
【００２８】
　更に、請求項１ 記載の発明は、請求項 ないし のいずれか一記載の情報記録用プロ
グラムを記憶する記憶媒体を規定する。
【発明の効果】
【００２９】
　請求項１記載の発明は、ユーザデータを記録するデータ領域を各々有する複数の記録層
を有する情報記録媒体にユーザデータの記録を行なう情報記録装置において、ユーザデー
タの記録要求に伴うデータ記録完了後、ホストコンピュータから最小限のリードアウトデ
ータで記録するコマンドを受信した場合にのみ前記最小限のリードアウトデータを記録し
、ホストコンピュータから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを受
信した場合には、前記ユーザデータを記録する データ領域のうち未記録領域を全
てリードアウトデータで記録するので、ユーザデータの記録要求に伴うデータ記録完了後
、ユーザデータに続けて最小限のリードアウトデータを記録するかどうかをホストコンピ
ュータからの指示によって選択可能とすることができ、したがって、ユーザデータに続け
て最小限のリードアウトデータを記録するかどうかの選択権をユーザに委ねることができ
、ホストコンピュータからのコマンドに応じて、ユーザデータを記録するデータ領域のう
ち未記録領域を全てリードアウトデータで記録することも可能となり、したがって、例え
ば、ユーザが第１の記録層のデータを再生する際に、目的アドレスへのシークでたまたま
第２の記録層へ読取りレーザの焦点が合った場合に、同一半径位置の第２の記録層にデー
タが記録されていないことにより第１の記録層のデータが再生できない、といった問題を
回避することができる。
【００３０】
　このような請求項１記載の発明が有する効果と同一の効果については、情報記録方法の
発明を規定する請求項 記載の発明も、情報記録用プログラムの発明を規定する請求項
記載の発明も、同様に有する。
【００３５】
　請求項 記載の発明は、請求項３記載の情報記録装置において、前記ホストコンピュー
タから未記録領域を全てリードアウトデータで記録するコマンドを受信した場合には、前
記ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデータで記録
するのに要する時間を検出し、検出した時間のデータを前記ホストコンピュータに転送す
るので、ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全てリードアウトデータ
で記録するのに要する時間をユーザに知らせることができる。
【００３６】
　このような請求項 記載の発明が有する効果と同一の効果については、情報記録方法の
発明を規定する請求項 記載の発明も、情報記録用プログラムの発明を規定する請求項
記載の発明も、同様に有する。
【００３７】
　請求項 記載の発明は、請求項１記載の情報記録装置において、前記ユーザデータを記
録するデータ領域における未記録領域の有無を判定し、未記録領域があると判定した場合
にはホストコンピュータからディスクアクセスコマンドを受信しない時間を利用して未記
録領域にリードアウトデータを記録するので、ユーザデータを記録するデータ領域のうち
未記録領域を全てリードアウトデータで記録することが可能となり、したがって、例えば
、ユーザが第１の記録層のデータを再生する際に、目的アドレスへのシークでたまたま第
２の記録層へ読取りレーザの焦点が合った場合に、同一半径位置の第２の記録層にデータ
が記録されていないことにより第１の記録層のデータが再生できない、といった問題を回
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避することができる。
【００３８】
　このような請求項 記載の発明が有する効果と同一の効果については、情報記録方法の
発明を規定する請求項 記載の発明も、情報記録用プログラムの発明を規定する請求項
記載の発明も、同様に有する。
【００３９】
　そして、請求項１ 記載の発明は、請求項 ないし のいずれか一記載の情報記録用プ
ログラムを記憶する記憶媒体なので、請求項 ないし のいずれか一記載の情報記録用プ
ログラムと同様の効果を有する。

【発明を実施するための最良の形態】
【００４０】
　本発明の一実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は本実施の形態に係る情報記録
装置としての光ディスク装置１の概略構成を示すブロック図である。
【００４１】
　この光ディスク装置１は、情報記録媒体としての光ディスク２を回転駆動するためのス
ピンドルモータ３、光ピックアップ装置４、レーザコントロール回路５、モータドライバ
６、再生信号処理回路７、サーボコントローラ８、バッファＲＡＭ９、バッファマネージ
ャ１０、インターフェース１１、ＲＯＭ１２、ＣＰＵ１３及びＲＡＭ１４などを備えて構
成されている。なお、図１中に示す矢印は代表的な信号や情報の流れを示すものであり、
各ブロックの接続関係の全てを表すものではない。
【００４２】
　より詳細には、まず、光ディスク２としては、ＤＶＤ＋Ｒの規格に準拠する２層ＤＶＤ
＋Ｒを記録対象とする場合への適用例である。
【００４３】
　光ピックアップ装置４は、光源としての半導体レーザ、この半導体レーザから出射され
るレーザ光を光ディスク２の記録面に導くとともに記録面で反射された戻り光を所定の受
光位置まで導く対物レンズ等を含む光学系、受光位置に配置されて戻り光を受光する受光
器、及び、駆動系（フォーカシングアクチュエータ、トラッキングアクチュエータ、シー
クモータ等）（何れも図示せず）などを含んで構成されている。受光器からは、受光量に
応じた電流（電流信号）が再生信号処理回路７に出力される。
【００４４】
　サーボコントローラ８では、フォーカスエラー信号に基づいて光ピックアップ装置４の
フォーカシングアクチュエータを制御する制御信号を生成するとともに、トラックエラー
信号に基づいて光ピックアップ装置４のトラッキングアクチュエータを制御する制御信号
を生成する。これらの制御信号はサーボコントローラ８からモータドライバ６に出力され
る。
【００４５】
　モータドライバ６では、サーボコントローラ８からの制御信号に基づいて光ピックアッ
プ装置４のフォーカシングアクチュエータ及びトラッキングアクチュエータを駆動する。
また、モータドライバ６では、ＣＰＵ１３の指示に基づいて、光ディスク２の線速度が一
定となるようにスピンドルモータ３を制御する。さらに、モータドライバ６では、ＣＰＵ
１３の指示に基づいて、光ピックアップ装置４用のシークモータを駆動し、光ピックアッ
プ装置４を光ディスク２の目標トラックに向けて半径方向に移動させる。
【００４６】
　インターフェース１１は、外部装置となるホストコンピュータと双方向の通信インター
フェースである。
【００４７】
　ＣＰＵ１３は、ＲＯＭ１２、ＲＡＭ１４とともに当該光ディスク装置１が備えるマイク
ロコンピュータ（コンピュータ）を構成している。記憶媒体としても機能するＲＯＭ１２
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には、ＣＰＵ１３により解読可能なコードで記述された後述するような情報記録用プログ
ラムを含むプログラムが格納されている。ＣＰＵ１３は、ＲＯＭ１２に格納されているプ
ログラムに従って上述の各部の動作を制御するとともに、制御に必要なデータ等を一時的
にＲＡＭ１４に保存する。なお、当該光ディスク装置１の電源が投入されると、ＲＯＭ１
２に格納されているプログラムは、ＣＰＵ１３のメインメモリ（図示せず）にロード（イ
ンストール）される。
【００４８】
　本実施の形態では、対象としている光ディスク２である２層ＤＶＤ＋Ｒが当該光ディス
ク装置１にマウントされホスト側からのユーザデータの記録要求があった場合の記録処理
制御に特徴があるが、その説明に先立ち、ＤＶＤ＋Ｒの規格の前提となる再生専用ＤＶＤ
ディスクのレイアウト等について説明する。
【００４９】
　まず、図２に再生専用ＤＶＤディスクのレイアウト例を示す。図２（ａ）は片面１層（
Single Layer）のディスク（以下、「１層ディスク」という）、図２（ｂ）はＰＴＰ方式
の片面２層（ Dual Layer）のディスク（以下、「ＰＴＰディスク」という）、図２（ｃ）
はＯＴＰ方式の片面２層のディスク（以下、「ＯＴＰディスク」という）の場合を各々示
す。
【００５０】
　ＤＶＤディスクは、基本的に、リードイン領域（ Lead-in Area）、データ領域、リード
アウト領域（ Lead-out Area）からなるインフォメーション領域（ Information Area）を
有し、１層ディスク及びＰＴＰディスクの場合は記録層毎にインフォメーション領域を有
する。ＯＴＰディスクは１つのインフォメーション領域からなり、各記録層のデータ領域
の後方に中間領域（ Middle Area）を有する。１層ディスク及びＰＴＰディスクのレイヤ
ー０，１及びＯＴＰディスクのレイヤー０は内周から外周に向けてデータの再生が行われ
、ＯＴＰディスクのレイヤー１は外周から内周に向けてデータの再生が行われる。１層デ
ィスク及びＰＴＰディスクの各記録層はリードイン領域からリードアウト領域まで連続し
た物理アドレス（ Physical Sector Number）が割り振られる。一方、ＯＴＰディスクの場
合は、リードイン領域からレイヤー０の中間領域まで連続した物理アドレスが割り振られ
るが、レイヤー１の物理アドレスはレイヤー０の物理アドレスをビット反転したアドレス
が割り振られ、中間領域からリードアウト領域まで物理アドレスが増加していく。つまり
、レイヤー１におけるデータ領域の開始アドレスはレイヤー０における終了アドレスをビ
ット反転したアドレスとなる。
【００５１】
　図２（ｂ）に示すように、ＰＴＰディスクにおけるリードイン領域開始及び終了アドレ
ス、データ領域の開始アドレス、及び、リードアウト領域の終了アドレスは同一半径位置
にあり、リードアウト領域の開始アドレス、即ち、データ領域の終了アドレスは記録層毎
に異なる場合がある。データ領域の終了アドレスが異なる場合、その差分の領域はリード
アウトが記録されている。
【００５２】
　一方、図２（ｃ）に示すように、ＯＴＰディスクの場合はリードイン領域の開始アドレ
スとリードアウト領域の終了アドレス、レイヤー０のデータ領域終了アドレスとレイヤー
１のデータ領域開始アドレス、及び、各記録層の中間領域の開始及び終了アドレスは同一
半径位置にあり、レイヤー０のデータ領域開始アドレスとレイヤー１のデータ領域終了ア
ドレスは必ずしも一致しない。ＯＴＰディスクの場合もその差分領域にはリードアウトが
記録されている。
【００５３】
　このような再生専用ＤＶＤディスクのレイアウトに準拠する、例えばＰＴＰ方式による
２層ＤＶＤ＋Ｒ（光ディスク２）に対する本実施の形態の情報記録方法を図３を参照して
説明する。
【００５４】
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　まず、図３（ａ）は全く記録してない未記録状態における２層ＤＶＤ＋Ｒのレイアウト
を示している。第１の記録層であるレイヤー０及び第２の記録層であるレイヤー１なる各
記録層には各々、リードイン領域、データ領域（ Data Area）、及び、リードアウト領域
が存在する。図中、Ａはリードイン開始アドレス、Ｂはデータ領域の開始アドレス、Ｃは
リードアウト領域の開始アドレス、Ｄはリードアウト領域の終了アドレスの位置を示して
おり、各記録層（レイヤー０，１）におけるアドレスＡ～Ｄは光ディスク２の同一半径位
置に位置している。
【００５５】
　図３（ｂ）は、レイヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合の２層ＤＶＤ＋
Ｒのレイアウトを示している。また、図３（ｂ－１）～（ｂ－２）は、レイヤー１の途中
でユーザデータの記録が完了した場合の本発明の実施の形態による記録方法を示す。
【００５６】
　図３（ｂ）は、２層目（レイヤー１）のアドレスＸの位置でユーザデータの記録が完了
したことを示している。
【００５７】
　このように途中でユーザデータの記録が完了する場合、一つの実施の形態では、図３（
ｂ－１）に示すように、ユーザデータ記録領域以降の未記録領域をリードアウトで記録す
る。つまり、レイヤー１のアドレスＸからアドレスＤまでの領域が所定の未記録領域とし
てリードアウトで記録される。従って、レイヤー０の場合、アドレスＡからＢがリードイ
ン領域、アドレスＢからＣがデータ領域、アドレスＣからＤがリードアウト領域であるの
に対し、レイヤー１の場合はアドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢからＸがデ
ータ領域、アドレスＸからＤがリードアウト領域となる。この結果、片面２層の再生専用
ＤＶＤ -ＲＯＭと同じディスクレイアウトとなり、２層目（レイヤー１）のデータ領域の
途中でユーザデータの記録が完了した場合も、問題なく、片面２層の再生専用ＤＶＤ -Ｒ
ＯＭとの互換性を保つことが可能となる。
【００５８】
　また、途中でユーザデータの記録が完了する場合、他の実施の形態では、図３（ｂ－２
）に示すように、ユーザデータ記録領域以降の未記録領域を最小限のリードアウト（ 64EC
C Blockから構成されるリードアウトデータ（ＤＶＤ＋ＲＷにおけるテンポラリーリード
アウトに順ずる））で記録する。つまり、レイヤー１のアドレスＸからアドレスＤまでの
領域が所定の未記録領域であり、このアドレスＸからアドレスＤまでの領域のうち、アド
レスＸからアドレスＥまでの領域がリードアウトで記録される。従って、レイヤー０の場
合、アドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢからＣがデータ領域、アドレスＣか
らＤがリードアウト領域であるのに対し、レイヤー１の場合はアドレスＡからＢがリード
イン領域、アドレスＢからＸがデータ領域、アドレスＸからＥがリードアウト領域となる

【００５９】
　次に、再生専用ＤＶＤディスクのレイアウトに準拠する、例えばＯＴＰ方式による２層
ＤＶＤ＋Ｒ（光ディスク２）に対する本実施の形態の情報記録方法を図４を参照して説明
する。
【００６０】
　まず、図４（ａ）は全く記録してない未記録状態における２層ＤＶＤ＋Ｒのレイアウト
を示している。第１の記録層であるレイヤー０にはディスク内周からリードイン領域、デ
ータ領域、中間領域が存在し、レイヤー１にはディスク外周から中間領域、データ領域、
リードアウト領域が存在する。図中、Ａはリードイン領域の開始アドレス、Ｂはレイヤー
０のデータ領域の開始アドレス、Ｃはレイヤー０の中間領域の開始アドレス、Ｄはレイヤ
ー０の中間領域の終了アドレスであり、また、図中、Ｄ′はレイヤー１の中間領域の開始
アドレス、Ｃ′はレイヤー１のデータ領域の開始アドレス、Ｂ′はリードアウト領域の開
始アドレス、Ａ′はリードアウト領域の終了アドレスの位置を示しており、ＡとＡ′、Ｂ
とＢ′、ＣとＣ′、ＤとＤ′は各々ビット反転した値であり、光ディスク２の同一半径位
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置に位置している。
【００６１】
　図４（ｂ）は、レイヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合の２層ＤＶＤ＋
Ｒのレイアウトを示している。図４（ｂ－１）～（ｂ－２）は、レイヤー１の途中でユー
ザデータの記録が完了した場合の本発明の実施の形態による記録方法を示す。
【００６２】
　図４（ｂ）は、２層目（レイヤー１）のアドレスＸの位置でユーザデータの記録が完了
したことを示している。
【００６３】
　このように途中でユーザデータの記録が完了する場合、一つの実施の形態では、図４（
ｂ－１）に示すように、ユーザデータ記録領域以降の未記録領域をリードアウトで記録す
る。つまり、アドレスＸからアドレスＡ′までの領域が所定の未記録領域としてリードア
ウトで記録される。従って、アドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢからＣまで
がレイヤー０のデータ領域、アドレスＣからＤまでがレイヤー０の中間領域、アドレスＤ
′からＣ′までがレイヤー１の中間領域、アドレスＣ′からＸまでがレイヤー１のデータ
領域、アドレスＸからＡ′までがリードアウト領域となる。この結果、片面２層の再生専
用ＤＶＤ－ＲＯＭと同じディスクレイアウトとなり、２層目（レイヤー１）のデータ領域
の途中でユーザデータの記録が完了した場合も、問題なく、片面２層の再生専用ＤＶＤ－
ＲＯＭとの互換性を保つことが可能となる。
【００６４】
　また、途中でユーザデータの記録が完了する場合、他の実施の形態では、図４（ｂ－２
）に示すように、ユーザデータ記録領域以降の未記録領域を最低限のリードアウト（ 64EC
C Blockから構成されるリードアウトデータ（ＤＶＤ＋ＲＷにおけるテンポラリーリード
アウトに順ずる））で記録する。つまり、アドレスＸからアドレスＥまでの領域が所定の
未記録領域としてリードアウトで記録される。従って、アドレスＡからＢがリードイン領
域、アドレスＢからＣまでがレイヤー０のデータ領域、アドレスＣからＤまでがレイヤー
０の中間領域、アドレスＤ′からＣ′までがレイヤー１の中間領域、アドレスＣ′からＸ
までがレイヤー１のデータ領域、アドレスＸからＥまでがリードアウト領域となる

【００６５】
　次いで、図３（ｂ－１）～（ｂ－２）、図４（ｂ－１）～（ｂ－２）に示すようなレイ
ヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合の本発明の実施の形態による記録方法
を実施するための処理の流れを図５ないし図１２に基づいて説明する。このような処理は
、光ディスク装置１におけるＣＰＵ１３がＲＯＭ１２に格納されて当該光ディスク装置１
の電源投入時にＣＰＵ１３のメインメモリ（図示せず）にロード（インストール）される
プログラムに従い実行される。
【００６６】
　図５は、レイヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合にリードアウトデータ
を記録する方法を実施するための処理の流れを示すフローチャートである。図６は、ホス
トコンピュータが光ディスク装置１に発行する Close Track/Session Command（ CDB:5B）
を例示する模式図である。図７は、 Close Track/Session Command（ CDB:5B）のクローズ
ファンクションテーブルを例示する模式図である。
【００６７】
　ユーザデータの記録が完了したら、ＤＶＤ -ＲＯＭ互換を取るために、ホストコンピュ
ータは光ディスク装置１に図６に例示するような Close Track/Session Command（ CDB:5B
）を発行する。このコマンドが発行された場合、本実施の形態の光ディスク装置１は、図
７に例示する Close Track/Session Command（ CDB:5B）のクローズファンクションテーブ
ルを参照して図６に例示する Close Track/Session Command（ CDB:5B）を解析し、この Clo
se Track/Session Command（ CDB:5B）に含まれるクローズファンクションが最小限のリー
ドアウトデータ記録要求のコマンドである Close Function“ 111”であるかと否かを確認
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する（ステップＳ１０１）。
【００６８】
　その結果、受信したコマンドが最小限のリードアウトデータ記録要求のコマンドである
Close Function“ 111”であると判定されれば（ステップＳ１０１のＹ）、ユーザデータ
記録終了アドレス位置（図３（ｂ）のＸ位置、図４（ｂ）のＸ位置）とリードアウト領域
の開始アドレスとに差分があるか否かをアドレス比較により確認する（ステップＳ１０２
）。
【００６９】
　その結果、差分が有ると判定されれば（ステップＳ１０２のＹ）、 64ECC Blockから構
成されるリードアウトデータ（ＤＶＤ＋ＲＷにおけるテンポラリーリードアウトに順ずる
）をデータ領域におけるユーザデータ記録終了アドレスの後に記録し（ステップＳ１０３
）、その後に光ディスク２の取り出しを行なう。
【００７０】
　一方、ステップＳ１０１で、ホストコンピュータからの Close Track/Session Command
が、最小限のリードアウトデータ記録要求コマンドである Close Function“ 111”以外で
あると判定されると（ステップＳ１０１のＮ）、データ領域におけるユーザデータの記録
終了アドレスからリードアウト領域の終了アドレス位置までリードアウトデータで記録し
（ステップＳ１０４）、その後に光ディスク２の取り出しを行なう。
【００７１】
　また、ホストコンピュータからの Close Track/Session Commandが最小限のリードアウ
トデータを記録してディスクの取り出しを行うコマンドである Close Function“ 111”で
あると判定されたとしても（ステップＳ１０１のＹ）、データ領域におけるユーザデータ
の記録終了アドレスとリードアウト領域の開始アドレスとに差分が無いと判定されれば（
ステップＳ１０２のＮ）、リードアウト領域にリードアウトデータを記録し（ステップＳ
１０４）、その後に光ディスク２の取り出しを行なう。
【００７２】
　したがって、データ領域の途中でユーザデータの記録が完了した場合も、ユーザデータ
に続けてリードアウトデータが記録されることから、複数の記録層（レイヤー０、レイヤ
ー１）を有する再生専用の情報記録媒体との互換性を保つことができる。
【００７３】
　また、ステップＳ１０１で、ホストコンピュータからの Close Track/Session Command
が、最小限のリードアウトデータ記録要求コマンドである Close Function“ 111”の場合
には、記録されるリードアウトデータは最小限に留まる。これにより、データ領域におけ
る未記録領域の全てに渡りリードアウトデータで記録しないで良いため、ユーザデータ記
録後の光ディスク２の取り出しに要する時間を著しく短縮することができる。
【００７４】
　図８は、レイヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合にリードアウトデータ
を記録する方法を実施するための別の処理の流れを示すフローチャートである。図９は、
ホストコンピュータから光ディスク装置１に発行するデータ領域中の未記録領域をリード
アウトデータで記録するコマンド（ Vender Uniqueコマンド CDB： CBを例示する模式図であ
る。
【００７５】
　光ディスク装置１のＣＰＵ１３は、ホストコンピュータからデータ領域中の未記録領域
をリードアウトデータで記録する図９に例示するコマンド（ Vender Uniqueコマンド CDB：
CB）を受信した場合（ステップＳ２０１のＹ）、挿入されている光ディスク２のデータ領
域に未記録領域が存在するか否かをＲＦチェックにより確認する（ステップＳ２０２）。
　
【００７６】
　その結果、図３（ｂ -１）もしくは図４（ｂ -１）に例示するように、データ領域中に未
記録領域が存在しなければ、ステップＳ２０２においてデータ領域中に未記録領域が存在
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しないと判定され（ステップＳ２０２のＮ）、ホストコンピュータから送信された未記録
領域をリードアウトデータで記録するコマンド（ Vender Uniqueコマンド CDB： CB）に対し
て、光ディスク装置１よりコマンド Completeを返す（ステップＳ２０５）。
【００７７】
　これに対して、ステップＳ２０２においてＲＦチェックにより確認した結果、データ領
域中に未記録領域が存在すると判定された場合には（ステップＳ２０２のＹ）、未記録領
域の開始アドレスとリードアウト領域の終了アドレスとを参照することで未記録領域の記
録時間を算出し、算出した未記録領域の記録時間をホストコンピュータに対して転送する
（ステップＳ２０３）。この場合、光ディスク装置１に挿入されている片面２層のＤＶＤ
ディスクである光ディスク２におけるデータ領域中に未記録領域が存在しなければ、記録
時間を“０”と設定してホストコンピュータにデータを転送する（ステップＳ２０３）。
そして、ホストコンピュータにデータを転送した後に、リードアウトデータでデータ領域
中の未記録領域の記録を行う（ステップＳ２０４）。
【００７８】
　このように、本実施の形態によれば、ホストコンピュータから未記録領域を全てリード
アウトデータで記録するコマンド（ Vender Uniqueコマンド CDB： CB）を受信した場合には
（ステップＳ２０１のＹ）、ユーザデータを記録するデータ領域のうち未記録領域を全て
リードアウトデータで記録するので、例えば、ユーザが第１の記録層（レイヤー０）のデ
ータを再生する際に、目的アドレスへのシークでたまたま第２の記録層（レイヤー１）へ
読取りレーザの焦点が合った場合に、同一半径位置の第２の記録層（レイヤー１）にデー
タが記録されていないことにより第１の記録層（レイヤー０）のデータが再生できない、
といった問題を回避することができる。
【００７９】
　図１０は、ホストコンピュータからディスクアクセスコマンドが無い場合の処理の流れ
を示すフローチャートである。光ディスク装置１は、ホストコンピュータからのディスク
アクセスコマンドが無い場合に（ステップＳ３０１のＮ）、挿入されている片面２層のＤ
ＶＤディスクである光ディスク２に対して、未記録領域が存在するか否かの確認をＲＦの
チェックで行う（ステップＳ２０２）。
【００８０】
　その結果、図３（ｂ -２）もしくは図４（ｂ -２）に示すようにデータ領域中に未記録領
域が存在すれば、ステップＳ３０２においてデータ領域中に未記録領域が存在すると判定
され（ステップＳ３０２のＹ）、ホストコンピュータからのディスクアクセスコマンドが
発行されていないバックグランド時に、光ディスク装置１はデータ領域中の未記録領域に
対してリードアウトデータの記録を行う（ステップＳ３０３）。
【００８１】
　これに対して、図３（ｂ -１）もしくは図４（ｂ -１）に示すようにデータ領域中に未記
録領域が存在しなければ、ステップＳ３０２においてデータ領域中に未記録領域が存在し
ないと判定され（ステップＳ３０２のＮ）、ホストコンピュータからのコマンドに待機す
る。
【００８２】
　したがって、本実施の形態によれば、ホストコンピュータからのディスクアクセスコマ
ンドが発行されていないバックグランド時に、光ディスク２におけるデータ領域中の未記
録領域に対してリードアウトデータの記録を行なう。このため、例えば、ユーザが第１の
記録層（レイヤー０）のデータを再生する際に、目的アドレスへのシークでたまたま第２
の記録層（レイヤー１）へ読取りレーザの焦点が合った場合に、同一半径位置の第２の記
録層（レイヤー１）にデータが記録されていないことにより第１の記録層（レイヤー０）
のデータが再生できない、といった問題を回避することができる。しかも、このようなリ
ードアウトデータの記録はホストコンピュータからのディスクアクセスコマンドが発行さ
れていないバックグランド時に行なわれるため、データ記録後に光ディスク２を取り出す
ための時間が長くなる等の不都合が生じない。
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【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】本発明の一実施の形態の光ディスク装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】再生専用ＤＶＤディスクのレイアウト例を示す説明図である。
【図３】ＰＴＰ方式による２層ＤＶＤ＋Ｒに対する本実施の形態の情報記録方法を模式的
に示す説明図である。
【図４】ＯＴＰ方式による２層ＤＶＤ＋Ｒに対する本実施の形態の情報記録方法を模式的
に示す説明図である。
【図５】レイヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合にリードアウトデータを
記録する方法を実施するための処理の流れを示すフローチャートである。
【図６】ホストコンピュータが光ディスク装置に発行する Close Track/Session Command
（ CDB:5B）を例示する模式図である。
【図７】 Close Track/Session Command（ CDB:5B）のクローズファンクションテーブルを
例示する模式図である。
【図８】レイヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合にリードアウトデータを
記録する方法を実施するための別の処理の流れを示すフローチャートである。
【図９】ホストコンピュータから光ディスク装置に発行するデータ領域中の未記録領域を
リードアウトデータで記録するコマンド（ Vender Uniqueコマンド CDB： CBを例示する模式
図である。
【図１０】ホストコンピュータからディスクアクセスコマンドが無い場合の処理の流れを
示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００８４】
　２　　　情報記録媒体（光ディスク）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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